
【節水型スプレーノズル MK2・MKMV 型取扱説明書】 

 

1.概 要 

 ミヤワキ節水型スプレーノズル MK2・MKMV 型は冷水用として、またミキシングバルブ 

との併用による温水用として、あらゆる洗浄等に使用できます。 

レバー操作により、広角のスプレー状態から圧力がかかった棒状の吐出が可能です。 

また、棒状の吐出を長時間続ける場合は、レバーをロックリングで固定することもでき 

手軽に取り扱えます。 

 

2.仕 様 

 1)寸法図 

 

 

 

 

 

 

型  式 
口径 最高使用温度 寸法(mm) 重量 

(mm) (℃) L H W (kg) 

 MK2(スタンダードタイプ) 8 
100迄 156 130 60 

1.1 

 MKMV(吐出量の多いタイプ) 14 1.1 

 

 2)吐出量 

型 式 
水 圧 (MPa) 

0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 

MK2(吐出口径 8mm) 11.5 17.5 21.5 25.0 28.0 30.7 33.0 

MKMV(吐出口径 14mm) 30.0 41.5 51.0 59.7 66.5 73.0 77.5 

 

3.使用上の注意 

 1)ミキシングバルブと併用する場合 

ミキシングバルブ 
使用するスプレーノズル 

型式 呼び径(A) 

  15 MK2をご使用ください。 

MX1N 20 MKMVを使用してください。 

  25・40 スプレーノズルは使用しないでください。 

  15 MK2をご使用ください。 

MK4AN 20 MKMVを使用してください。 

  25・40 スプレーノズルは使用しないでください。 

 2)ホースニップルがボデーにねじ込みにくい場合は、ねじ部を水で濡らす等の方法により 

  ねじ込みやすくなります。 

 3)ホースニップルに接続するホースは内径 19mm のスチーム用のものを使用してください。 

 4)蒸気ラインには使用しないでください。 

 5)温水(冷水)はボデーの矢印方向に吐出します。人体に向けての使用は絶対にしないで 

  ください。 

 

 

 

 

 



4.調整方法 

 スプレーノズルは引き金を少し引いたときは広角のスプレー状になります。  

引き金をきつく引いたときは圧力がかかった棒状の吐出になります。 

棒状の吐出を長時間続ける場合は、レバーをロックリングで固定できます。 

また、ノズルの後部にあるアジャスティングスクリューの調整で、きつく引 

いてスプレー状、少し引いて棒状も可能です。調整方法はアジャスティング 

スクリューを大き目のマイナスドライバー等で右へ回すとスプレー状に、左 

に回すと棒状の吐出が可能ですので、必要な場合は適度に調整してください。 

 

 

5.分解・組立要領 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊ゴムカバーの取り外し方 

 1)ゴムカバーを取り付けたまま、熱めのお湯に浸け、ゴムを柔らかくしてください。 

 2)取り外しは次の手順で行ってください。 

  a.レバーとロックリングを取り外してください。 

  b.お尻の部分を上に持ち上げるようにして外してください。 

  c.外れた部分からずらすようにして先端の部分を外してください。 

  d.最後に、握る部分を抜き取ってください。 

 3)ゴムカバーを装着する際もゴムを柔らかくしてから、上記の手順を逆にして行って 

  ください。(本体に石鹸をこすり付けるか、お湯に中性洗剤を混ぜ、ゴムを滑り易く 

  すると容易に装着することができます。) 

 

お問い合わせ窓口 

製品の使い方やアフターサポートなど、製品に関するお問い合わせは、 

右の QRコードから、最寄りの弊社事業所までご連絡ください。 

弊社事業所一覧(連絡先)は右の QRコードをスマートフォン、携帯電話 

などで読み取っていただくことでアクセスできます。 
 

本社・工場 

〒532-0021 大阪市淀川区田川北 2-1-30 

Tel：06-6302-5531(代) 
www.miyawaki-inc.com 
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